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平成 24 年度の博物館館園実習について
　平成 24 年度の博物館館園実習 ( 学外実習 ) に参加した実習生の数は 5 名であった。内訳は、総合博
物館 1 名、歴史民俗学系博物館 2 名、動物園・水族館 2 名であった。実習参加時期は館によって異な
るが夏休みを中心とする 7 月半ばから 9 月半ばであった。
以下、実習日誌から詳細を確認していく。
1) 総合博物館での実習
　宮崎県総合博物館での実習に参加した学生は 1 名で、実習期
間は 7/26 ～ 8/8 の 10 日間であった。様々な専攻分野に所属
する大学生を実習生として受け入れており、内容は動物・植物・
昆虫・岩石・考古・歴史・民俗といった各分野を一巡しながら、
それぞれの資料の取り扱いや展示・教育普及・広報といった様々
な内容の講義を実施し、さらに同じ県立の美術館や考古博物館
の見学も行っている。企画発表は実習生の希望する題材を取り
上げ、企画案・チラシ作成まで実施している。本学実習生はウ
ミウシをテーマとした企画『宮崎のウミウシ』展を立案した ( 写
真 1)。この企画は実際に博物館のロビーにパネル展示として発
表されている。
2) 歴史民俗学系博物館での実習
　宮崎県立西都原考古博物館・延岡市内藤記念館で各 1 名が実
習に参加している。西都原考古博物館 ( 実習期間：7/13 ～ 24)
では国特別史跡西都原古墳群資料をはじめ、県内から出土した
考古資料が扱われているが、実習では展示準備・展示受付業務・
ガイドボランティア研修・屋外展示施設見学・教育普及等の様々
な活動を体験している。本学実習生は考古学に対する専門知識
を有してはいないが、実習館でのプログラムはこうした点を考
慮した学習内容を編成していた。特に企画展『城跡が語る日向
～宮崎県南部の城～』に関わる業務に関わり、実際の掲示物 ( 解
説パネル ) を作成している ( 写真 2)。
　延岡市内藤記念館 ( 実習期間：8/27 ～ 9/15) では、延岡市
内の、特に旧藩主内藤家に関連する資料を中心に収蔵している
が、ここで実習に参加する事は地域社会と博物館との関係性を
考えていく上で重要である。展示作業に伴った資料の移動 ( 搬
入出 )・IPM・パネルやキャプション作成・ガイドボランティ
ア研修・データベース作成・パンフレット作成・発掘調査参加
等を行った ( 写真 3)。特に秋の企画展示準備に積極的に関与し
写真 1：実習生の作成したチラシ
写真 2：実習生の作成した企画展パネル
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起プレートなどのプレートの作成』を研究テーマとした活動を実施している。
　各実習生の実習内容については、学内で報告会を実施し、教員による事後指導、さらには次年度に
実習に参加する後輩達への指針ともなっている。
　実習生の中には極めて積極的に活動し、ここに記した本来の実習以外にももう 1 館での実習、さら
にはインターンシップで 1 館 ( いずれも動物園 ) で活動を行っている。こうした姿勢は今後の本学での
実習生にとって重要な指標となるだろう。
　なお、館園実習に関しては、学芸員課程担当教員が可能な限り実習の様子を見学に行き、受け入れ
館の状況を把握し、さらに館側の要望も確認する事につとめている。しかしながら、本学での館園実
習歴が短いので、コミュニケーションについては不足な点もあり、今後の課題としたい。特に実習と
は異なったインターンシップという方法での就業体験プログラムとの関係について、館園側との検討
が必要であると考えている。
ている。パンフレット作成は同館の秋季企
画展『能面のような表情！？内藤家旧蔵の
能面』に関わるものであった。
3) 動物園・水族館での実習
　大分マリンパレス水族館「うみたまご」・
宮崎市フェニックス自然動物園で各 1 名が
実習に参加した。うみたまご ( 実習期間：
8/1 ～ 8/15) では、生物系専門学校の実習
生の参加が大半であった事もあり、海棲動
物の飼育を主体とする実習内容であった。
給餌やプール・水槽の整備清掃、ショー手
伝いといった水族館での日常業務を主体と
しながら、血液塗抹や顕微鏡で観察等の活
動を行った。
　宮崎市フェニックス動物園では飼育実務
と学芸実務活動の大きく二つの活動を行っ
ている (8/20~8/24)。飼育実務では様々な
動物の餌づくり・給餌・清掃活動を行った。
また学芸実務では実習生自らが園内を調査
して課題を見つけ、それを解決していくと
いうテーマに沿った活動を行った。この中
で実習生はネームプレートや案内といった
園内における様々なサイン ( 標識 ) の必要性
について気付き、『ネームプレート / 注意喚
写真 3：発掘調査現場で遺構確認を行う実習生
写真 4：動物解説のサインを文献から調査する
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アンギンの織り方を教わる ( 宮崎県西都原考古博物館古代生活体験館にて )
企画展示を計画する ( 宮崎県総合博物館にて )
50
バックヤードの説明を聞く ( 宮崎県総合博物館にて )
保存処理室での説明 ( 宮崎県西都原考古博物館にて )
上記 2 点の写真は、平成 25 年 8 月 4 日に実施した博物館見学実習時の一コマで、見学場所は宮崎県総合博物
館・宮崎県立西都原考古博物館である。実習対象は 3 年次生としている。
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